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【Abstract】Giovanni De Riseis was born in Naples, the son of a traditional peerage. He made a round-
the-world tour from 1893 to 1894 after graduating from the University of Naples. During his voyage,
he visited Japan. Although he stayed no longer than two months, he made an in-depth report on Japan,
observing various aspects of city life. This article examines Giovanni’s observations on Japan and aims
to formulate a hypothetical framework for analyzing Italian images of Japan at the beginning of the
Sino-Japanese war. During the fascist era, Giovanni became mayor of Naples and a senator. Through
his images of Japan, it is possible to outline a typically Italian image of wartime Japan. This construct












本稿は、1893 年から 1894 年にかけてアメリカ・アジアを経て世界一周の旅をし、その
後も世紀転換期にかけて中央アジアやアメリカへの旅行を繰り返したナポリ出身のジョヴ



























実際の滞日期間は後述する通り、1893 年 10 月末から 12 月半ばくらいと考えられる８）。
しかし、ジョヴァンニは旅行の途次で記したメモを基に記述する傾向が強いこと 9）、本書
序文が 1895 年であること、本書 XIX.では、1895 年の日伊条約締結を巡るイタリア議会で
の批准承認経過の詳細 10）並びにその後の日伊関係の見通しについても記述していること 11）、















ジョヴァンニ・デ・リセイスは、1872 年 6月 21 日にナポリで生まれた。父ルイージ
（Luigi de Riseis、1831－1910 年）は、アブルッツォ州の貴族の出身で、その一族はシチリア王
や統一後のイタリア国王双方に密接な関係を持っていた。父方の祖父パンフィーロ・デ・
























ァンニは、全国ファシスト党（Partito Nazionale Fascista）に 1925 年 3月に入党し、ナポリ支
部であるナポリ・ファッシの名誉会員証を得た。そして、1930 年 1月 6日から 1932 年 4
月 7日の間、ナポリの初代ポデスタ（Podesta、ファシズム時代の任命制の市長）に任じられた
（ナポリでの居所は Via Francesco Crispi, 71）19）。
その後、1934 年 2月 24 日に上院議員に任命され（同年 5月 2日認可、翌 3日宣誓）、ロー
マにも居を構えた（ヴィットーレ地区の Via Ciro Menotti 1）20）。上院では全国教育委員会と人民
文化委員会に所属し（1939 年 4月 17日‐1942 年 4月 21日）、次いで外交・商業貿易・関税
に関する立法委員会に所属した（1942 年 4月 21日‐1943 年 8月 5日）21）。
このように、ファシズム期に要職に就いていたことから、ファシズム体制崩壊後はその
責任が問われることとなった。1944 年 8月 7日、ジョヴァンニは反ファシズム制裁高等司
法裁判所（ACGSAF）に告発された。告発内容はファシズム体制維持に責任があり、上院で
の投票などにおいて戦争を可能にした、というものであった。そして、1945 年 9月 29 日
に失権命令措置が発せられた 22）。その後、土地を巡るトラブルでペスカーラの別荘を失う














1893 年 10 月に東西汽船（Occidentale ed Orientale）のオセアニック号でサンフランシスコを






旅程中で時期が示されているのは、仙台に赴いたのが 11月末か 12 月初頭 26）、東海道線























































































































































































































































































１）Pietro Del-Zanna, Geografia e Geologia per le Scuole Medie Superiore, Palermo: Casa Editrice Remo Sandron,
N.D., p.353.  出版年は不明ながら、掲載されている写真などを同時代の教科書と比べることで、1920
年代の教科書と推定できる。
２）Carmelo Colamonico, Corso di Geografia ad uso delle Scuole Medie Superiori, Vol.III, L’Europa. Le Altre Parti
del Mondo, Milano: Dottor Francesco Vallardi, 1924, p.116.
３）地理教科書を用いた通時的分析の一例として、拙稿「イタリアの地理教科書にみる日本イメージの変
遷」『和光大学現代人間学部紀要』第 3号、2010 年 3 月、99－115 頁、を参照。
４）G. Carenzi & S.Pastorini, Testo di Geografia per le Scuole Secondarie di Avviamento al Lavoro, Vol.II, Per La
Seconda Classe, L’Italia e le Colonie Italiane I Continenti Extraeuropei, Milano: Edizioni “La Prora”, 1931,
p.137.
５）Eugenio Oberti & Arturo Avelardi, Il Nostro Mondo, Testo di Geografia e Letture Geografiche ad Uso degli Isti-






７）Giovanni De Riseis, Il giappone moderno, Milano:Fratelli Treves, 1900.  本書序文の日付は 1895 年 11 月と
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なっている。なお、本書初版は 1896 年だが、同年中に第 2刷が、また 1900 年に第 3刷が出ている
（Pierfrancesco Feli, “Alcune note biografiche e critiche su Giovannni de Riseis”, in: Rivista degli studi orientali,
78, no.1, 2005, p.237）。本稿では 1900 年版に拠っている。





10）新任の高平小五郎駐伊公使は信任状提出前の 1894（明治 27）年 9月 27 日から、イタリア外相アル
ベルト・ブラン男爵との間で実質的な改正交渉に入った。そして、交渉が妥結し、同年 12 月 1 日に
新日伊通商航海条約が調印された（外務省編『日本外交文書』第 27 巻第 2冊、日本国際連合協会、
1953 年、236－282 頁）。批准手続きについては、イタリア議会での議論が遷延し、さまざまな議論
があったものの、1895（明治 27）年 7月 29 日に下院を、8月 3 日に上院をそれぞれ通過し、8月 4
日に批准書の交換を結了した（1895 年 8 月 7 日付西園寺公望外相臨時代理宛高平小五郎駐伊公使公








ル者」などがいた（1895 年 8 月 7 日付西園寺公望外相臨時代理宛高平小五郎駐伊公使公信、外務省
編、前掲『日本外交文書』第 28 巻第 2冊、87 頁）。これらを勘案するに、ジョヴァンニはイタリア
上院・下院の議論の帰趨を把握した上で本書の叙述をしていることが窺われる。
11）Giovanni De Riseis, op.cit., pp.532-534. 









16）以下、リセイスの経歴については特記しない限り Feli, op.cit., pp.237-259, に拠っている。




一といってよいジョヴァンニの写真が、『有力者たち。ファシズム紳士録』（E.Savino, La nazione oper-










ゴンセ、ミットフォード、ブスケ、らの著作を参考にしたと記している（Giovanni De Riseis, op.cit.,
p.447.）。この他本文中で書名を明示しているものとしては、グリフィス『ミカドの帝国』がある
（邦訳は、山下英一訳『明治日本体験記』平凡社東洋文庫、1984 年。ただしこれは、第二部（Book II）
Personal Experiences, Observations, and Studies in Japan 1870-1874、のみの全訳である）。




















43）Giovanni De Riseis, op.cit., p.103.
44）Ivi, p.131.
45）Ivi, p.211.
46）たとえば、1893 年から 1894 年にかけて世界一周旅行の中で日本を訪れたチェコのヨゼフ・コジェ
ンスキーは、服装について記した中で、働く女性も紺色の服装であると述べている（コジェンスキー
『ジャポンスコ』朝日新聞社、2001 年（原著は 1895 年）、161－162 頁）。また、ドイツのエーゴン・ク
ーンハルトも男女の着物は「青かパールグレイ」であると述べている（Egon Kunhardt, Wanderjahre
eines Jungen Hamburger Kaufmannes – eine Reise um die Erde in777 Tagen, Berlin, Verlag von Dietrich
Reimer, 1898, S.93.）。
47）Giovanni De Riseis, op.cit., p.69.





50）Ivi, p.316.   1891 年刊行の英文のガイドブックでも、横浜からの距離と交通機関の便利さから、宮ノ
下・箱根は特におすすめの地域とうたっている。東海道線で国府津まで行き、国府津からは“tram”
か人力車で湯本へは約 1時間、湯本からは人力車で宮ノ下へは約 1時間、と所要時間も記されてい












































































112）Giovanni De Riseis, op.cit., p.93－96.
113）Ivi, p.80.
114）Ivi, p.154.
115）Ivi, p.207.
116）Ivi, p.212.
117）Ivi, p.412.
118）Ivi, p.245.
119）Ivi, p.442.
120）Ivi, p.443.
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121）Ivi, p.519.
122）Ivi, p.114.
123）Ivi, p.45.
124）Ivi, p.48.
125）Ivi, p.218.
126）Ivi, p.390.
127）Ivi, p.133.
128）Ivi, p.202.
129）Ivi, p.170. 実見した記述はないので、おそらく文献情報に基づくものであろう。
130）Ivi, p.439.
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